


－ 25 －

という動きがあります。このように、アマゾンにサトウキビが生えることもあります。先ほど福

留先生のお話がありましたが、まずサトウキビが作られ、あるいは牧場からサトウキビになっ

て、大豆が更に北に移っていくという形で、ドミノ式に開発が広がるという可能性がとても大き

いのです。

　このように、様々な経済活動が、今アマゾンへの圧力となっています。さて、そういうなかで、

いったい、ブラジルの政権はどういう態度をとっているかということについて若干述べたいと

思います。今はルーラ政権ですが、その前のカルドーゾ政権は「アマゾンをミシシッピーに」と

いったのです。つまり、アメリカ合衆国がミシシッピーを使って大量の穀物を輸出したように、

アマゾンを使ってブラジルの穀物を輸出しようと、そういうスローガンを掲げました。現ルー

ラ政権も同じように、アマゾンをグローバルなマーケットにつなげようということをやってお

ります。労働党政権というと、何となく国民に優しい、あるいは貧しい人に優しいと、そういう

スタンスがありますが、むしろルーラは、どちらかというと開発に軸足を置いて、アマゾンをブ

ラジルが世界におけるポジションを高める、そのための手段にしようとしているのです。つま

り、穀物、エネルギー、あるいは鉱物資源を使って、ブラジルを世界の一流国にしようという姿

勢が強いように思われます。

　その過程で、場合によってはブッシュ政権とも連携し、あるいは穀物メジャーとも連携してブ

ラジルの穀物やエタノールや鉱物資源を世界に売ろうというスタンスをもっていると思います。

　なぜそういうことが起こるかというと、それは国際的な状況があるわけです。つまり、世界的

に農地が縮小し、そして人口が増え、また人々の食生活が変わり、加えて、最近では地球温暖化

で地球に優しいエネルギーが求められていると。ブラジルにとっては、そういう様々な資源を輸

出できる能力があると。ですので、それらを使ってブラジルを成長させようと。あるいは世界の

重要な国にしようと、そういう意図をもっているわけです。

　そういう様々な経済的圧力がアマゾンへの圧力をも強めているというのが現状であります。

　次のページでありますが、これはブラジルの農産物の世界におけるシェアをみたものでありま

す。今いったように、世界が食料を求め、また農業に適した土地が縮小しているなかで、ブラジ

ルに対する期待が強まっていますが、既にブラジルは、2005年ですが、このように様々な分野で

輸出において世界一という地位にあるわけです。重要な肉、砂糖、コーヒーはもちろんですが、

大豆、大豆粕、油、その他の作物においても世界におけるシェアは高まっているのです。そうい

う意味で、最後のフロンティアでありますアマゾンへの期待といいますか、それに対する圧力と

いうのが今、強まっているということであります。
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　さらに、最後に述べたいのですが、JICAの役割もとても大きいと思いますが、様々なブラジル

での保全活動について、あるいは監視システムについて、日本が、あるいは先進国が資金、技術

援助していくことも非常に大事だというように考えます。
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　それから、実は今までなかなかうまく森林が使われていなかったというのが、温暖化のなかの

関係者の反省なのです。今回の森林減少、それから森林劣化に対しては、できるだけ簡単な運用

規則で運営をしていこうと。それが持続可能な開発にうまくつながるということを考えています。

　我々のほうは、今までの炭素一辺倒の、いろいろな森林に対する考え方から、少し視野を広げ

て、森林のもついろいろな機能を、このデフォレステーションとフォレストデグラデーションの

対策を通じて実現していこうと考えております。
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４－４　パネルディスカッション

早稲田大学・天野教授－ INPE・シマブクロ博士

○天野教授　　今、ブラジルはデフォレステーションとフォレストデグラデーションを京都議定

書に入れるというひとつのテーマを議論しているうちの最も重要な国なのですが、既に京都議

定書を意識されて、森林の減少によって、どれだけの炭素が毎年排出されているかということは

把握できるのでしょうか。それとも森林の減少面積だけを今は追求されているのか、そのあた

りちょっとお聞きしたいのですが。

○シマブクロ博士　　1999年に出た報告書はございます。BIOMAというものですが、毎年排出

される炭素を計算する可能性はあります。

○天野教授　　もうひとつだけですが、そのときにブラジル政府は、そこで炭素クレジットを獲

得して、それを更に又森林の減少を止めるような形に使うということを考えておられるのか、あ

るいはそこまではまだブラジル政府は検討されていないのか、もしご存じでしたら、教えていた

だければと思います。

○シマブクロ博士　　政府としては、まだそういったイニシアティブはありませんが、南部で、

企業による植林活動を通してのカーボンクレジットを取得したと聞いています。ただし、これに

対しては私のほうからは詳しくご説明できません。

立教大学・小池教授－ INPE・シマブクロ博士

○小池教授　　2005年と2006年に森林の破壊面積がかなり減っていますが、これをどのように

評価すべきかということについてお聞きしたいのです。これを批判する人たちは、例えば択伐

がかなり進んでいて、実はアマゾンでは、公有地に私道が造られていて、森林伐採が加速化され

る。こういうものが十分に反映されていないという批判もあるわけですが、実際に、このように

森林伐採が減っていることは非常に喜ばしいことですが、それを、データが信用できるかという

ことと、今後もこういう傾向は続くのかどうかということについて、シマブクロ先生のご意見を

うかがえればと思います。

○シマブクロ博士　　私はそう思います。政府が非常に積極的に参加しており、これについては

常に重点的な課題として取り組んでいます。また新しいDETERのシステムが衛星データを提供

しておりますし、この選択的な伐採というものも、政府の懸念の対象になっております。また新

たなプロジェクトも行われようとしております。これはRETESCというのですが、地球規模で選

択的な伐採が行われているエリアの地図を作成していこうというプロジェクトです。ですから、

今のところは、森林伐採の減少傾向が続いていくと思います。しかし、PRODES のデータと

DETERのデータを考えますと、この伐採の活動は、実は取り締まり範囲外に出てしまうものがま
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だ随分あるということを示していると思います。すなわち、伐採の拡大範囲を分析することは、

このデータからはできないということです。何ができるかというと、伐採地を特定し、増加の傾

向が認められれば、政府がそれに対して抑制していくと。なるべく迅速に取り締まりを行って

いくことができるということです。これで、その傾向を減らしていくということです。

森林総研・沢田氏－ INPE・シマブクロ博士

○沢田氏　　質問ばかりで申し訳ありません。衛星データ等を含めてご説明いただきましたが、

アマゾン全体に関して、きょうは IBAMA のかたもおられるようですし、アマゾンに関しては

SIVAMというようなシステムもあると聞いています。そういう意味で、アマゾンを管理してい

く体制といったもの、あるいは組織というものに関して、そのストラクチャーを少し教えていた

だければありがたいと思います。

○シマブクロ博士　　2003年につくられたプログラムがひとつあります。それは各省から人が出

まして、そのグループがつくったのですが、それは伐採に対するプログラムで、そこには、例え

ばIBAMAであるとかNGOであるとか、様々な機関が参加しております。このプログラムはひと

つのシステムとして、とてもよい運営の方法をされておりまして、様々なプログラムの成果の評

価をしております。そして、ご質問にお答えするのですが、伐採の制度、確認の制度というのが

いいかどうか、データは非常に透明性があるものですので、すなわち元の画像にあるものがその

まま適用されるということです。ですので、分析の品質は地図の品質によることになります。

そのうえで、非常に特殊な訓練を受けた専門家が分析を行うということです。その数字の結果

ですが、これも使われている画像の解像度によります。

○小池教授　　シマブクロ先生にお聞きしたいのですが、今、アマゾンの伐採によって、降水量

がどのように変化しているかについて、もしご存じでしたら、教えていただければと思います。

○シマブクロ博士　　先ほど申し上げました結果というのは、モデルを使った結果ですので、何

が起きているのかというのを示しています。でも私たちは、2005年、非常に大きな問題がありま

して、アマゾンの西部において干害が起きました。支流が完全に干上がったという状況がありま

した。それが、水上交通にも影響を与えたということがありました。そういうことは起きてい

ます。

IBAMA衛星モニタリング部長・メスキータ氏

　今週、私は日本に戻ることができました。京都の会合、京都カーボンイニシアティブという会

議に参加する機会を得ました。去年から、IBAMAは JAXAのALOSからの衛星画像を提供して

もらう協定を締結いたしました。京都カーボンイニシアティブは既に8年間、ALOSの画像デー

タを用いています。成果も出始め、まもなく私たち側で得た成果、結果というものが画像となっ
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て提供される予定です。ALOSの信号は、最近の森林伐採、森林消失を見逃しません。DETERで

見つけることができなかった小さい面積での森林消失がリアルタイムでキャッチできるようにな

りました。

　私たちは、今、このプロジェクトの評価を待っていまして、JICA との協力を得て、このプロ

ジェクトをアマゾン全域で実施できることを期待しているところであります。どうもありがとう

ございます。
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５．質疑応答

Q）ブラジルの貧困、あるいは社会格差による森林破壊への影響はどのようにあるのでしょうか。

A）小池教授　　

　アマゾンを開発する理由、あるいは正当化する理由といっていいかもしれません。ただ、重要

なのは、貧困とか社会格差をアマゾンに押しつけるのではなくて、既に開発された地域で、土地

の再分配なり、あるいは税制とか教育制度を変えるなりして、解決すべき問題だと思うのです。

今まで、かなりの家族のアマゾン入植が行われたわけですが、必ずしも成功したとは言いがた

く、むしろ破壊だけが残されたという現状があります。

　貧困とか、あるいは格差があることが、ある意味ではフロンティアの開発を正当化し、それに

対して反論を封じてしまうようなところもありますが、これは別にブラジルだけではなく、他の

途上国でも起きていることであります。ただ、考えなければいけないのは、これはアジアでもそ

うなのですが、農民による森林への侵入といいますか、それによる破壊というのは規模が小さ

く、むしろ大きな農業、あるいは企業による破壊、開発のほうが大きいわけです。ですから、貧

困、あるいは格差が破壊の原因になっているとは、そういう部分がなくはありませんが、決して

納得できない。一方的に、その政策を非難するわけではなくて、多くのブラジルで生産されたも

のというのは、海外に輸出されて、我々の胃袋なり、様々な欲求を満たしているわけですから、

実は最大の受益者は先進国の消費者であるということです。それを我々は理解しなければいけな

いということです。ただ、今いった貧困とか社会格差が破壊をもたらしているとか、それを理由

にして開発を正当化することはできないと思います。

Q）森林減少や森林劣化についてのパイロットプロジェクトを実施する予定はありますか。また、

森林劣化の評価方法として考えられるアイデアについて教えてください。

A）天野教授　　

　既に政府が2009年度からですが、いくつかプロジェクトを起こします。ただ、これは今までの

ような国の開発メカニズムのようなパイロットプロジェクトというのではなくて、やはりナショ

ナルレベルですべて森林減少の防止というのは考えているわけですから、そこでのキャパシティ

ビルディングですとか、あるいはほかのインフラ整備、それから今日、お話がありましたモニタ

リングシステムです。そういったものをつくるという形でのプロジェクトは始まります。それか

ら、これと別に、COP13のバリで日本政府がアナウンスをしたのですが、既に世界銀行が森林炭

素のパートナーシップの基金というのをつくっています。それに各国拠出しているのですが、

日本も 1,000万米ドルを拠出するということで、このお金を使って世界銀行が各国で、やはりパ

イロットプロジェクトという言葉ではないのですが、既にそういった事業を開始しています。

　それからもうひとつ、評価方法ですが、これはまだ全く議論が始まっていません。いったい何

をベースに置いて、それに対してどれだけ減少を止めたらいいのかというのがあるのですが、例

えば今日、いくつか話題になりましたバイオディーゼル、あるいはバイオ燃料を生産するために

森林を伐採すると。これは、それまではなかった行為なのです。それを、もしもどんどん推進を

したら、実はこれだけ森林が減少して、温室効果ガスがこれだけ出たと。そして、ある政府がそ

のための大豆畑の新規開拓は止めるという政策を出したとします。そうすると、そうでなかった
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場合に対して、どれだけカーボンが出なかったかということからの評価は多分されるのですが、

そういったものはベースラインというよりも、今、我々のほうでよく使っている言葉でレファレ

ンスレベルといっているのですが、ある政策を打たなかったときにはこれだけ減るはずが、それ

に対して、実際は減りかたが何パーセントかはユアマターという考えの評価で、これは多分、政

策の評価から出てくるものです。

　ただもうひとつ、具体的にどこで森林減少が起きているかということは、やはりモニタリング

をしなければいけないですから、これは非常に大きな仕事になってきて、例えばブラジルは、実

は私、非常にレアケースだと思っているのです。これだけモニタリングシステムがしっかりでき

ているという国は、それほどありません。やはりアマゾンというのを抱えた国であるがゆえに、

各国の支援があって、ここまでシステムができてきたと。それに対して、ではたくさんのほかの

途上国に対してはどうするかというのは、今、白紙の状態で、議論は進むが、それに対する評価

システムは、実は全く遅れているというのが現状です。

Q）様々な情報を統合するとおっしゃっておりましたが、実際にそのような衛星情報の統合は進

んでいるのでしょうか。

A）沢田氏

　「はい」とも「いいえ」とも言えるかもしれません。どちらも現在、進行中であります。具体

的には、例えば農水省でもNOAAですとかランドサットですとかいったものが、既に使えるよう

になっています。例えば 1990 年の全世界のランドサットの衛星というのは、NASAからの影響

で、ほとんどの所で誰でも使えるような状況になっていますし、2000年のものもそうです。そ

ういったデータアセットというものがいろいろな所でつくられております。そのデータアセット

を集めているセンターも既にございます。また特に、現在は東大でデータの統合化ということ

で、社会的なデータも含めまして、大きなプロジェクトとしてデータ統合作業というのも進めて

おります。過程のところだと思っております。

Q）最後の質問となります。シマブクロ博士に質問です。高性能の衛星により、森林破壊の現状

が監視されている様子がよく分かりました。ただ、監視だけでは森林破壊が抑止されること

はなく、実際の取り締まりなどのアクションが必要だと思いますが、その点についてはどのよ

うな取り組みがなされているのでしょうか。

A）シマブクロ博士

　取り締まりのプロセスは、とてもよく機能しています。DETERのデータが IBAMAに送られ、

IBAMAが取り締まりを行っているわけですが、これによって、現実に伐採の率は低下しており

ます。

A）沢田氏　　

　今、シマブクロ先生が実際の伐採のことに対する利用的なことも行われていると言われました

が、先日、ブラジルにまいりまして、実際に IBAMA、又連邦警察等が伐採者を逮捕するという

ようなことを、システムをつくっていることを見まして、驚いたということがあります。そのと

きにも人工衛星データが伐採地の把握の、裁判所における法定の証拠書類としても使われてい

るという形で、実際にそういったシステムが既にブラジルでは動いております。これに対して、

更にシマブクロ先生がやられているような情報を迅速に、又先ほどありましたような合成開口
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レーダーを使うような形で、更に迅速な形でデータを提供できれば、このシステム自身が更に強

まってくるのではないかという印象を受けた次第です。それは多分、世界にはブラジルしかな

いと思います。
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付　属　資　料

１．公開シンポジウムポスター

２．報道資料
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